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担当者にとっては複雑かつ困難を伴うものである。
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近年、ブロードバンドの普及によって、比較的データ容量の大きなＷｅ
ｂＧＩＳデータもストレスなくインターネット上で利用可能となった。

企業や教育機関で使いやすい、シームレスなシステムの研究が進め
られている。
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研究目的

企業体とは違う自治体が、ＷｅｂＧＩＳをどのように活用させている
のか。自治体内での実態、ユーザーである住民の立場からこのＷｅｂ
ページがどのように使われているのかを調べることで、自治体内のＷ
ｅｂＧＩＳのこれからの浸透。他部門への普及などの可能性を探る。
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のか。自治体内での実態、ユーザーである住民の立場からこのＷｅｂ
ページがどのように使われているのかを調べることで、自治体内のＷ
ｅｂＧＩＳのこれからの浸透。他部門への普及などの可能性を探る。

企業運営ＧＩＳ 自治体運営ＧＩＳ
●予算アリ

●専属スタッフ

●専門知識アリ

●ニーズを繁栄しなければ利益を得ることができな
い為ユーザーに柔軟対応。

●予算不足？

●担当の定期交代？

●専門知識薄い？

●ニーズをすぐに繁栄し辛い？

差異
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地方自治
体運営

ＷｅｂＧＩＳ
閲覧

構成要素抽出

ＷｅｂＧＩＳ運営自治
体 ・ 団 体 へ の ア ン
ケート調査

集計・分析

集計・分析

クロス集計

考察・評価



ＷｅｂＧＩＳ
閲覧

要素抽出

自治体Ｗｅｂサイト閲覧

要素の抽出

ＷｅｂＧＩＳによる作業

掲載情報検
索

掲載情報閲
覧

情報の書き
込み

地図移動

地図編集

レイアウト
の保存

管理部署の
把握

各自治体のＷｅｂＧＩＳサイトをユーザーの視点から分析するため
に、各自治体のＷｅｂＧＩＳサイトを閲覧し、サイトを構成していると
考えられる要素を抽出し分析した。

ＷｅｂＧＩＳ構成要素抽出



種別
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◆ＷｅｂＧＩＳ種別

◆検索種類
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要素抽出

ＷｅｂＧＩＳ構成要素抽出

『よこすかわが街ガイド』http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/gis/
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◆検索種類

◆レイヤ

◆地図縮尺

◆ユーティリティー

◆地図情報ウインドウ

◆地図データ種別

◆運営Ｗｅｂページ深さ

◆運営ＷｅｂＧＩＳ数

◆地図画面大きさ

◆地図情報内容

◆利用者書き込み方法 ◆備考･その他

地図情報ウインドウ

地図データ種別

情
報

地図

運営Ｗｅｂページ深さ

③ ② ①

運営ＷｅｂＧＩＳ数

Ｂ Ａ

地図情報内容

利用者書き込み方法

備考･その他

地図画面大きさ

ベクター ラスター
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票数 57 28 42 48 31 75 12 32 18 12 41 11 1 10 33 14 16 1 7 9 3 47 548
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ＷｅｂＧＩＳ
閲覧

要素抽出

集計・分析

代表的なＷｅｂＧＩＳサイトの構築目的（[ＷｅｂＧＩＳ種別]）として挙げられるのは『施設
情報』『都市計画』であり、[レイヤ数]もこれらに関連するものが多かった。しかし、

使用目的を明示していない自治体が大部分を占めていた。使用感に関しては自治
体ＷｅｂＧＩＳ自体が発展途上であることから、これから向上していくものであると考
える。

ＷｅｂＧＩＳ構成要素分析
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署からの視点で出来る限り明確にし、次世代の
ＷｅｂＧＩＳとしてどのような形態が求められるの
かを分析するためアンケート調査を実施した。

アンケート調査
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アンケート調査

A: ＷｅｂＧＩＳの意識に関する質問

B: ＷｅｂＧＩＳの構築に関する質問

C: ＷｅｂＧＩＳの維持に関する質問

D: ＷｅｂＧＩＳの今後に関する質問

現在の自治体ＷｅｂＧＩＳの状況を自治体担当部
署からの視点で出来る限り明確にし、次世代の
ＷｅｂＧＩＳとしてどのような形態が求められるの
かを分析するためアンケート調査を実施した。
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集計・分析

ＷｅｂＧＩＳ運営システムとして、ＡＳＰ(アプリケーションサービスプロバイダ)を利用する自治
体が半数を占めるといった結果。

アンケート集計・分析

【Ｂ－８】ＷｅｂＧＩＳ構築体制
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ＷｅｂＧＩＳ運営システムとして、ＡＳＰ(アプリケーションサービスプロバイダ)を利用する自治
体が半数を占めるといった結果。

各自治体とも時間と労力を節約している。

しかし、ＡＳＰを利用していたとしても情報不足・予算不足に悩まされ、また、ＡＳＰ利用によ
り、ＷｅｂＧＩＳが完成した、自治体の仕事は終わったと考える担当者もいることがわかった。

アンケート集計・分析

【Ｃ－３】ＷｅｂＧＩＳ維持上の問題点
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ＷｅｂＧＩＳ運営システムとして、ＡＳＰ(アプリケーションサービスプロバイダ)を利用する自治
体が半数を占めるといった結果。

各自治体とも時間と労力を節約している。

しかし、ＡＳＰを利用していたとしても情報不足・予算不足に悩まされ、また、ＡＳＰ利用によ
り、ＷｅｂＧＩＳが完成した、自治体の仕事は終わったと考える担当者もいることがわかった。

担当者同士の意思の疎通不足が常に問題
視されている。

これまでの住民への『情報公開』を主目的
として構築された自治体ＷｅｂＧＩＳに、これ
からは『防災』『防犯』『福祉』を取り入れて
いくべき。

アンケート集計・分析
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閲覧

ＷｅｂＧＩＳ
運営自治体・
団体へのアン
ケート調査

集計・分析

クロス
集計

<アンケート調査・集計>での結果だけでは個々の質問について一方向から分析することに適し
ているが全体を把握できるとは言いがたい。多面的に分析することで質問結果をより具体的に
把握することを目的にクロス集計を行う。

クロス集計 ： クロス集計（cross tabulation）とは、与えられた表データのうち、2つない
し3つ程度の項目に着目し、1つ(ないし2つ)の項目を縦軸に、もう1つの項目を
横軸 において表を作成して集計計算を行なうことである。

クロス集計・概要
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ＷｅｂＧＩＳ
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集計・分析

クロス
集計

データの個数 : % 地図添付情報
% 十分 不足 総計

0 1 2 3
10 2 2 4
20 3 1 4
30 1 1 2
40 1 1
50 6 2 8
60 1 3 4
70 6 5 11
80 6 3 9
90 1 2 3

100 6 6
総計 33 22 55

地図添付情報

【０％】
9%

【１０％】
9%

【２０％】
5%

【３０％】
5%

【４０％】
5%

【５０％】
9%【６０％】

13%

【７０％】
22%

【８０％】
14%

【９０％】
9%

【Ｄ－１】 現段階での貴自治体ＷｅｂＧＩＳの完成度は当初の予定の何パーセント程ですか？

【Ｄ－２】 足りない機能・コンテンツにはどのようなものがありますか？（複数回答可）

【０％】
10%

【２０％】
10%

【３０％】
10%

【５０％】
10%

【６０％】
30%

【７０％】
20%

【８０％】
10%

住民参加ツール

データの個数 : % 住民参加ツール
% 0 1 総計
【０％】 2 1 3
【１０％】 4 4
【２０％】 3 1 4
【３０％】 1 1 2
【４０％】 1 1
【５０％】 7 1 8
【６０％】 1 3 4
【７０％】 9 2 11
【８０％】 8 1 9
【９０％】 3 3
【１００％】 6 6
総計 45 10 55

環境

データの個数 : % 環境
% 0 1 総計
【０】 1 1 2
【１０】 2 1 3
【２０】 2 2 4
【３０】 2 2
【４０】 1 1
【５０】 5 3 8
【６０】 1 3 4
【７０】 5 6 11
【８０】 4 5 9
【９０】 1 2 3
【１００】 6 6
総計 30 23 53

【０】

4%

【１０】

4%

【２０】

9%

【５０】

13%

【６０】
13%【７０】

26%

【８０】
22%

【９０】
9%

福祉

データの個数 : % 福祉
% 0 1 総計
【０】 2 2
【１０】 1 2 3
【２０】 3 1 4
【３０】 2 2
【４０】 1 1
【５０】 5 3 8
【６０】 4 4
【７０】 5 6 11
【８０】 4 5 9
【９０】 1 2 3
【１００】 5 1 6
総計 27 26 53

【０】

8%
【１０】

8%

【２０】
4%

【５０】
12%

【６０】
15%

【７０】
22%

【８０】

19%

【９０】
8%

【１００】
4%

ビジネス

データの個数 : % ビジネス
% 0 1 総計
【０】 2 2
【１０】 3 3
【２０】 4 4
【３０】 2 2
【４０】 1 1
【５０】 8 8
【６０】 4 4
【７０】 8 3 11
【８０】 7 2 9
【９０】 2 1 3
【１００】 5 1 6
総計 46 7 53

【７０】

43%

【８０】
29%

【９０】

14%

【１００】

14%
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このことからＷｅｂＧＩＳ種別が自治体内への『ＷｅｂＧＩＳ浸透程度』、庁内
での『ＧＩＳ導入部署』と関係があるといえる。
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中心になって聞くということが予測される。
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更なる充実を目指す完成度の
高い自治体ＷｅｂＧＩＳサイトは
『マーケティング』『ビジネス』
『スポーツ』『ショッピング』等の
特定職種、趣味などのＷｅｂＧＩ
Ｓも今後求められると考えてい
る。
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今後発展すると予想されるＷｅｂＧＩＳは『防災』『防犯』『福祉』など住民に関わる項目
であり、多くの自治体はそれらが優先的に満たされる必要があると考えている。
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それらが満たされつつある自治体は次に特定の職種、趣味、立場の人間を対
象としたＷｅｂＧＩＳを構築していく姿勢がある。
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常に更新し続ける為、『情報の鮮度』『予算』『入れ替わる担当者同士の意思疎通』が今
後も大きな課題。
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それらが満たされつつある自治体は次に特定の職種、趣味、立場の人間を対
象としたＷｅｂＧＩＳを構築していく姿勢がある。

常に更新し続ける為、『情報の鮮度』『予算』『入れ替わる担当者同士の意思疎通』が今
後も大きな課題。

今後、自治体所有ＷｅｂＧＩＳサイトは単に自治体の情報を住民に発信するツールとして使用
するだけでなくユーザーによる更新、ＷｅｂＧＩＳを媒介としたユーザー同士の相互利用により
『情報の鮮度』を、庁内への情報管理ツールとして全庁型ＧＩＳを導入して『担当者間の意思疎
通』を可能となるソフト開発が必要である。


